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天空を懸ける暗黒帯 

～「銀河鉄道の夜」の線路について～  

大西浩次（国立長野高専） 
 

1. はじめに 

宮沢賢治の「銀河鉄道の夜」は、主人公で

ある少年ジョバンニが、友人のカムパネルラ

とともに、銀河ステーション（北十字）から

銀河鉄道に乗って、サウザンクロス（南十字）

までを、天の川に沿って旅をする物語です。

この物語では、「ほうんとうのさいわい」を探

求する宮沢賢治の思いと、当時の最新の天文

学に関する知識が、話の底流を作っているの

です。 

この作品は 1924 年ごろから執筆され、 宮

沢賢治の晩年の 1931 年ごろまで何度も推敲

され、彼の死によって未完になってしまった

作品です。この作品には、銀河系（天の川銀

河）の構造や暗黒星雲、特殊相対性理論など、

1920 年ごろまでの最新の天文学や物理学の

知識がふんだんに取り入れられています。特

に晩年の第 4 稿と呼ばれる改訂では、冒頭に

銀河系の形の説明が加わり、銀河鉄道の舞台

がより明確になりました。さらに、ジョバン

ニの家庭の困難な状況や終結でのカンパネル

ラの死を描いたことによって、幻想と現実の

対照がこれまでより深まり、より印象的な作

品になったと思われます。 

さて、本小文は、宮沢賢治が、銀河鉄道の

乗車点から、線路、そうして終着点がどのよ

うな発想から構想したのかを、彼の体験や天

文学の背景などについて説明し、彼の構想に

少しでも近づきたいと考えています。 

 

2. 宮沢賢治の見上げた天の川 

宮沢賢治は盛岡中学校に入学した後に、幾

度となく岩手山に登っています。はじめは生

図 1 天の川と暗黒帯（Great Rift）[1] 

 

徒として、そのあとは教員として学生たちを

引率して登山しているのです。夜間登山など

も行っているので、きっと、満天の星を眺め

ながら登山したこともあったでしょう。 

夏の深夜、東の低空に冬の星座たちが昇っ

てきます。北東のペルセウス座やカシオペヤ

座付近の淡い「秋の天の川」が天頂へと向か

って伸びて、はくちょう座へとたどり着きま

す。そうして、「夏の天の川」は、天頂付近の

夏の大三角の中央を通過して、南西の空へ一

挙に流れ下っていきます。宮沢賢治の時代に

は、天の川は、まさに天空にかかる淡い光の

アーチとして見えていたことでしょう。 

ところで、この天の川をよく見てみると、

淡い光の帯が、はくちょう座付近から左右に

分かれて流れてゆくように見えるでしょう。

そうして、星が無い領域がはくちょう座の中 
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図 2 北天の天の川と暗黒帯（Great Rift）[2] 

 

央付近から始まり、わし座、へびつかい座、

たて座と次第に幅広くなり、いて座付近で最

も広くなり、南天のケンタウルス座、みなみ

じゅうじ座へと続く様子が分かるでしょう。

この暗黒帯は、暗黒星雲の重なりであること

はご存じでしょう。天の川を 2 つに分けるこ

の巨大な暗黒帯は、私たち太陽系のあるオリ

オン腕と一つ内側のいて座腕の間の多くの分

子雲たちが重なり合う事で、その背後の星た

ちを隠すことで浮かび上がって見えるのです。

きっと、宮沢賢治は、アーチ状の 2 本に分か

れた天の川の中央に長く伸びる暗黒帯を見て

いたに違いないでしょう。 

 

図 3 南天の天の川と暗黒帯（Great Rift）[3] 

 

3. 暗黒星雲への旅  

 「あ、あすこ石炭袋だよ。そらの孔だよ。」 

カムパネルラが少しそっちを避けるように

しながら天の川のひととこを指さしました。 

ジョバンニはそっちを見てまるでぎくっと

してしまいました。 天の川の一とこに大き

なまっくらな孔がどほんとあいているので

す。 その底がどれほど深いかその奥に何が

あるかいくら眼をこすって のぞいてもなん

にも見えずただ眼がしんしんと痛むのでし

た。 ジョバンニが云いました。 「僕もうあ

んな大きな暗の中だってこわくない。 きっ

とみんなのほんとうのさいわいをさがしに

行く。どこまでもどこまでも僕たち一緒に進

んで行こう」[4] 
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図 4 南十字星と石炭袋[5] 

 

これは、宮沢賢治の「銀河鉄道の夜」の終

盤の一節です。この「石炭袋（Coalsack）」と

は、南十字星（図 4 の左）の左下にある暗黒

星雲で、銀河鉄道の終着点にあたります。 

さて、宮沢賢治は この暗黒星雲をどのよう

に捉えていたのでしょうか。この事を考える

には当時の天文学の状況と、宮沢賢治が天文

学の知識をどのように入手したのかを知る必

要性があります。 

「宮沢賢治と星」に関する研究については、

古くは、草下英明[6]氏の著書や、最近では、

渡部潤一[7]氏のブログなどから知ることが

できます。彼らは、宮沢賢治の天文学の知識

の多くが、吉田源治郎著の『肉眼で見える星

の研究』[8]から来ているのであろうと結論し

ています。この本の著者である吉田源治郎は、

4 年間のアメリカ留学を経験しており、主に

1910 年代のアメリカでの最新の天文学の解

説書・普及書をベースに書いたと考えられて

います。  

 さて、暗黒星雲の最初の指摘したのはウイ

リャム・ハーシェルです。彼は「星計測」で

宇宙の構造の測定を行っていたときに、天の

川の一部に、ほとんど星が無い領域を見つけ

ました。彼はこれを「天空の穴」と呼びまし

た。今でいう暗黒星雲です。このような「穴」

としては、北天では、はくちょう座の 1 等星

デネブの横の“Cygnus Rift（白鳥座の切れ目） 

/Northern Coalsack（北の石炭袋）”や、南天

では南十字星の横の“Coalsack（石炭袋）”な

どが有名でした。当時、それぞれを北の石炭

袋、（南の）石炭袋と呼んでいました。20 世

紀になって、バーナードによる写真観測によ

って、多数の暗黒星雲が見つかりました[9]。

そうして、その周囲の星の数の分布や色の分

布より、1920 年前後に、暗黒星雲が微粒子や

ガスの集まりで、背景の星からの光を隠して

いる天体だという学説が普及してきます。で

すから、吉田源治の本は、暗黒星雲の正体が

明らかにされる直前でした。このため、暗黒

星雲は「天空の穴」と考えられていたのです。 

さて、宮沢賢治は、この暗黒星雲＝「穴」

をどのように作品として解釈したのでしょう

か。私は、宮沢賢治が暗黒星雲を冥土（われ

われと別の世界）の世界への出入り口と想定

したのではないかと考えています。そうして、

銀河鉄道の乗車点が、はくちょう座の「銀河

ステーション」（＝北の石炭袋）であり、 終

着点が南の石炭袋に対応させたのです。  

さらに、はくちょう座からみなみじゅうじ

座へとつながる暗黒帯（Great Rift）を鉄路と

みなすことで物語の骨格が出来上がってきま

した。確かに満天の星の中で暗黒帯を眺めて

いると鉄路に見えませんか？ 

ちなみに、はくちょう座は、西に沈む様子

から北十字と呼ばれているので、まさに、北

十字から全宇宙（銀河系）を旅して 南十字へ

向かう銀河鉄道を構想されたのでしょう。  

ちなみに、当時の天文学では、私たちの銀

河系が全宇宙であるという説が支配的でした

[10]。まさに、「銀河鉄道の夜」は、暗黒星雲

を入り口に、暗黒帯に沿って全宇宙を旅する

物語であったと考えることができるのです。 
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図 5 はくちょう座の暗黒星雲 

（Cygnus Rift /Northern Coalsack）[11] 

 

4. おわりに 

このように、宮沢賢治は、銀河鉄道の鉄路

を暗黒帯に、そうして、暗黒帯の始点である

はくちょう座を乗車点とし、暗黒帯の終点の

南十字星の横の石炭袋を終着点としたのでし

ょう。ところで、宮沢賢治の頃には「冥土」

への入り口とした暗黒星雲が、現在では「星

や生命物質の誕生」の現場であるという、ま

さに生死が入れ替わる天体であることが分か

ってきました。たとえば、はくちょう座付近

には、オリオン座の星形成領域の 10 倍以上

の質量を持つ巨大な星生成領域（Cygnus X）

があり、背景には、はくちょう座 OB2 と呼ば

れる OB アソシエーションが隠されていま

す。遠い将来、これらが輝いて見えるように

なるでしょう。最後に、もし宮沢賢治が、い

まの天文学の知識を使って作品を書いたとす

れば、一体、どんな作品を書いたでしょうね。

こんなことを考えながら天の川のアーチを見

るのも楽しいものです。 

 

文 献 

[1] 2021 年 6 月カヤの平, 撮影（大西浩次） 

[2] 2015 年 7 月渋峠, 撮影（大西浩次） 

[3] 1999 年 8 月 Mt.John NZ, 撮影(大西浩次) 

[4] 宮沢賢治『銀河鉄道の夜』より引用 

[5] 2005 年 8 月 Mt.John NZ, 撮影(大西浩次) 

[6] 草下英明『宮澤賢治と星』(1975 年、學藝書林)  

[7] 渡部潤一氏によれば、宮沢賢治の「ほしめ

ぐり」の歌詞などに 吉田源次郎の『肉眼で

見える星の研究』と同じ表現が多数見つか

るという。  

[8] 吉田源治郎『肉眼で見える星の研究』

（1922 年、警醒社）  

[9] E.E.Barnard “Some of the dark 

markings on the sky and what they 

suggest”, ApJ, 43, 1-8 (1916)  

[10] Arthur Thomson "The Outline of 

Science" (1922), アーサ・トムソン著 科

学大系 第 1 巻 北川三郎, 小倉謙 共訳

（大鐙閣,大正 11 年 1922）, 国立国会図

書館デジタルコレクション

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/972177 

[11] 2014 年 9 月渋峠, 撮影（大西浩次） 

 

大西浩次 

ohnishi@nagano-nct.ac.jp 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [515.906 728.504]
>> setpagedevice


